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はしがき

JL臓移植の一年生着率はおおよそSO%と言われており,またその急性拒絶反応を乗
り越えても､多くの症例で慢性拒絶反応に分類される冠動脈狭窄により臓器廃絶と

なることが問題点となっている｡このような急性慢性拒絶反応を制御するためには､

その免疫抑制戦略が重要となる｡最近ではドナー抗原に反応してくるヘルパーT細

胞のみを不活化しドナー特異的な免疫寛容誘導を起こすことのできる可能性を持っ

たCTLA4･Ig融合タンパクを用いた臨床試験が米国では進行している｡CTLA4分子

自体は､本来ヘルパーT細胞上に発現してくるもので移植抗原を認識して活性化す

るときに必要にヘルパーT細胞に二次刺激に関与するもので､それをCTLA4-Ig融

合タンパクによって阻害すると移植抗原特異的に反応するヘルパーT細胞を免疫寛

容状態にすることができ､ドナー特異的な免疫抑制状態を得られるものと期待され

る｡今回､我々はこの分子の遺伝子を臓器自身に導入することで,移植臓器に特異
的な免疫寛容を誘導することを目的をした｡
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